
⾃主的な地域スポーツ活動に
関する実態調査

ー震災避難者と地域住⺠によるグラウンド・ゴルフの事例からー

体育学学位プログラム ⼯藤 実⾥



背景：東⽇本⼤震災による避難者数
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背景：東⽇本⼤震災による避難者数
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背景：つくば市への避難者数が減少しない理由

つくば市公式ウェブサイト：東⽇本⼤震災避難者⽀援
https://www.city.tsukuba.lg.jp/kurashi/anshin/shinsai/1000686.html

ふくしま復興ステーション：避難地域12市町村の詳細
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/list271-840.html

令和3年3月1日現在

帰還困難区域
からの避難者が多いため

つくば市への避難者の内訳



背景：避難者⽀援における課題

避難者の
社会的孤⽴

(内閣府，2012)

抽選による振り分けみなし仮設

(Kondo and Shoji, 2016)



背景：避難者の社会的孤⽴が及ぼす影響

避難者の
社会的孤⽴

要介護

PTSD
(Maeda and Oe, 2017)

(Koyama et al., 2014)

抑うつ不眠
(本⾕，2013)

⼼理的苦痛 引きこもり
(産経新聞， 2021)

孤独死
被災3県 614⼈



背景：避難者の社会的孤⽴への対応



背景：コミュニティ形成のための活動

では私がボールを
持ってきますね

来週はグラウンド・ゴルフを
やりましょう

運動・スポーツ ⾃主活動

(織⽥ほか，2020)
(雀，2020)

(古屋ほか，2016)
(⾼⽥，2018)

コミュニティの活性化



背景：グラウンド・ゴルフに関する先⾏研究

⾝体的効果

⼼理的効果 社会的効果

震災避難者に焦点を
当てた研究は⾒当たらない

(芹沢ほか，2009)
(柏原ほか，2017)

(芹沢ほか，2006)
(森・湯地，2020)

(宮本，2007)
(中島ほか，2010)



研究⽬的

震災避難者と避難先の地域住⺠によって運営されて
いるグラウンド・ゴルフの参加者に対してインタ
ビュー調査と参与観察法を実施することにより、そ
の実態を明らかにするとともに、⾃主的・⾃⽴的な
地域スポーツ活動が避難先におけるコミュニティ形
成に貢献する可能性について検討すること。



研究フィールドの特性

プレーの進⾏ ⼤会の企画・運営

⽤具の管理公園の使⽤許可申請

震災避難者と地域住⺠による⾃主的・⾃⽴的な地域スポーツ活動

避難者 地域住⺠



研究⽅法

対象者

調査⽅法

避難者主催群（男性2名、⼥性2名）
避難者参加群（⼥性2名）
地域住⺠参加群（⼥性2名）

インタビュー調査
参与観察法による補⾜的調査



研究⽅法：データの⽣成と分析⽅法

インタビュー調査
グループでの半構造化⾯接

エピソード抽出

エピソード分析
修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(⽊下，2003)

分析テーマ
「震災避難者と地域住⺠によって実施されているグラウンド・ゴルフ*に対する参加者の認識」

*以下「Nグラウンド・ゴルフ」とする



エピソード分析の⼀例



エピソード分析の⼀例



結果：分析結果

グラウンド・ゴルフ
の特性

Nグラウンド・ゴルフ
の特性

Nグラウンド・ゴルフ
による対象者の変容

Nグラウンド・ゴルフ
の存在



＜若い⼈との交流＞ ＜避難者との交流＞＜避難先の⼈との交流＞
【⼈との交流】

地域住⺠避難者

＜⼀時的な現実逃避＞
＜引きこもりの予防・改善＞

【⾼齢者の変容】
＜⼼⾝の状態の好転＞対象者の変容

Nグラウンド・ゴルフ
の特性

Nグラウンド・ゴルフ
の存在

グラウンド・ゴルフ
の特性

＜⾝体活動への喜び＞

＜⾝体活動量の確保＞
【⾝体活動】

＜楽しみの⼀つ＞ ＜⽣活の⼀部＞
＜⽣きがい＞
【⽣きる活⼒】

【唯⼀無⼆の空間】
＜アットホームな空間＞ ＜参加者全員で作り上げる場＞

【】:カテゴリー
＜＞:概念

:カテゴリー間の関係
:概念間の関係



考察：同様の対象者に対する研究の⽐較

体操教室参加の意味づけ(古屋ら，2016) Nグラウンド・ゴルフに対する参加者の認識

２



考察：異なる概念が⽣成された理由

運営主体は⽀援者 運営主体は参加者

体操教室(古屋ら，2016) Nグラウンド・ゴルフ

種⽬特性ゲーム性が少ない ゲーム性を有する
運営形態



まとめ：本研究から得られた⽰唆

避難先での
コミュニティ形成 充実した避難⽣活

【唯⼀無⼆の空間】 【⽣きる活⼒】

⾃主的なスポーツの実施が
コミュニティ形成に貢献する可能性

⾃主的・⾃⽴的なグラウンド・ゴルフ



今後の課題

選択バイアス 測定バイアス

いつでも 誰にでもどこでも❌ ❌❌

・複数の事例を⽐較・検証する(杉村，2004)

・研究上の性質を理解した上で検討する



(参考資料)修正版グラウンドデッド・セオリー・アプローチとは

(推奨される領域)
・⼈間と⼈間が直接的にやり取りをする社会的相互作⽤に関わる研究
・研究対象とする現象がプロセス的性格をもっている研究
・ヒューマンサービス領域

修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ
(Modified Grounded Theory Approach)

・社会的相互作⽤に関係し⼈間⾏動の説明と予測に優れた理論

(⽊下，2003)
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